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関内駅前地区地区計画（案）の概要
名 称 関内駅前地区地区計画

位 置 中区尾上町、常盤町、真砂町、港町及び横浜公園地内

面 積 約13.9ha
地区計画の目
標

本地区は、ＪＲ関内駅と市営地下鉄関内駅の駅前に位
置し、開港以来、横浜の発展をけん引してきた関内地区
の玄関口として、長年にわたり市民に親しまれてきた横
浜の顔ともいうべき地区である。
令和２年の市役所機能の集約移転を契機として、市役

所機能に代わる新しい核を形成し、その核を中心に新た
なまちづくりを進めることは、関内・関外地区をはじめ
とした今後の都心臨海部全体がさらに活性化するために
非常に重要なものとなる。
本地区を含む関内駅周辺地区では、横浜市都市計画マ

スタープラン中区プランにおいて、市庁舎の移転に伴う
跡地・港町民間街区等を対象に、関内・関外地区の業務
再生をけん引する「国際的な産学連携」、来街者の増加
によって地域の商業需要を高める「観光・集客」の実現
を目指し、地区計画等の都市計画手法等を活用した適正
な誘導を通じて、関内・関外地区の活性化の核となるよ
うな新たなまちづくりを行うとしている。
また、本地区は平成30年に特定都市再生緊急整備地域

に指定され、地域整備方針において、「国際的な産学連
携」と「観光・集客」を土地活用のテーマに、地区のに
ぎわいと活性化の核づくりや回遊性の向上などの取組を
推進し、国際競争力と発信力のある拠点を形成すること
が目標に掲げられている。
本地区計画は、「国際的な産学連携」「観光・集客」

をテーマとした新たなまちづくりを推進し、土地の合理
的かつ健全な高度利用を図るとともに、来街者等が安心
して楽しく歩けるよう回遊性を高め、関内地区の玄関口
としてふさわしい魅力とにぎわいを創出し、関内・関外
地区の再生及び都心臨海部の活性化を図ることを目標と
する。
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本地区計画の区域を、地区の特性に応じて５区分し、
土地利用の方針をそれぞれ次のように定める。
１ Ａ地区

(1) 関内地区の玄関口にふさわしい魅力とにぎわいを
創出するため、関内の顔となる周囲に開かれたシン
ボル空間を整備するとともに、「国際的な産学連携
」「観光・集客」に資する機能の積極的な誘導を図
り、関内・関外地区の活性化の核を形成する。

(2) 関内・関外地区の回遊性の強化を図るため、日本
大通りから横浜公園を経由して大通り公園へとつな
がる緑の軸線をなす緑を感じられる快適な歩行者空
間を整備する。

２ Ｂ地区、Ｃ地区
(1) 市街地再開発事業等を通じて土地を集約し、Ａ地
区と一体的で相乗効果を発揮する土地利用を誘導す
る。「国際的な産学連携」「観光・集客」に資する
機能の積極的な誘導を図るとともに、都心にふさわ
しい居住機能の導入も視野に入れたまちづくりを目
指す。

(2) Ｂ地区においては、交通結節機能を強化するため、
都心臨海部の回遊や広域交通の拠点となる交通広場
を整備する。

３ Ｄ地区
「国際的な産学連携」「観光・集客」に資する機能

の誘導を図るとともに、都心にふさわしい居住機能の
導入も視野に入れたまちづくりを目指す。

４ Ｅ地区
緑豊かな環境と歴史ある都市公園としての風格を尊

重し、緑の軸線の拠点として位置づける。

地区施設
広場１⾯積約1,000㎡
広場２⾯積約 700㎡
歩⾏者デッキ幅員6.0m
歩⾏者専⽤通路幅員5.0m
歩道状空地幅員1.5m

地区の区分
Ａ地区
Ｂ地区
Ｃ地区
Ｄ地区
Ｅ地区

壁⾯の位置の制限
道路の境界線から
2.5m以上後退

地区施設の
整備の
方針

１ 新たなまちを印象付ける駅前にふさわしいにぎわいを創
出し、かつ関内地区の玄関口として動線の基点となる空間
を形成するため、駅前に面して広場１を整備する。

旧くすのき広場の持つ憩いと緑豊かな潤いの空間を継承
しつつ、駅前から関内地区に広がるにぎわいを創出するた
め、大通り公園と尾上町通りをつなぐ広場２を整備する。

２ 日本大通りから横浜公園を経由して大通り公園へとつな
がる安全で快適な歩行者動線を形成するため、横浜公園と
広場１をつなぐ歩行者デッキ及び歩行者専用通路を整備す
る。

安全で快適な歩行者空間を確保し、関内地区と関外地区
の接続を強化するため、みなと大通りの歩道沿いに歩道状
空地を整備する。

建築物等の整備の
方針

１ 関内地区の玄関口としてふさわしいまちづくりを推進す
るため、地区の特性に応じて、建築物の用途の制限、壁面
の位置の制限、建築物の高さの最高限度、建築物等の形態
意匠の制限及び建築物の緑化率の最低限度を定める。

２ 建築物の低層部を中心に「国際的な産学連携」「観光・
集客」に資する機能やそれと連携した機能を積極的に導入
することでにぎわいを創出し、それらと共存する都心にふ
さわしい居住機能の導入も視野に入れたまちづくりを目指
す。

３ 関内地区の街並みと調和しつつ、玄関口としてふさわし
い活気とにぎわいのある景観を形成する。

４ Ａ地区においては、昭和34年に竣工した旧市庁舎（行政
棟）の保存活用などにより、新旧が混ざり合う関内・関外
地区らしい特色を持った新たなシンボルとして風格ある景
観を形成する。

５ 来街者等が円滑に移動するために、ユニバーサルデザイ
ンに配慮した建築物とする。

６ 来街者等が安心して楽しく歩ける「歩きやすい地区」と
するため、歩行者と車両の交錯を減らすよう敷地内に流入
する車両を極力低減する等、安心・安全な歩行環境を形成
する。

７ 省エネルギー性能の高い設計とし、エネルギー効率の高
い建築設備の導入を図るなど環境に配慮した建築物とする。

８ 耐震性が高く、防災性に優れた建築物とし、来街者等の
滞留や避難が可能となるスペースや帰宅困難者の受入れス
ペースを確保するなど災害に強い安全な都市空間を形成す
る。

緑化の方針 潤いや憩い、安らぎのある魅力的な都市空間を創出するた
め、来街者等の目に触れやすい歩行者空間を中心に、敷地内
の緑化を積極的に行う。
Ａ地区

重要な都市軸である緑の軸線上のつながりを意識し、来
街者等が立体的で奥行きを感じられる緑化を行う。また、
シンボルとなる樹木を配置するとともに、ＪＲ関内駅の駅
前から関内地区に広がる緑量感やにぎわいを演出する効果
的な緑化を行う。
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名称 Ａ地区

面積 約2.3ha
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